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近年、⽇本国内でも研究データ管理（RDM）の機運が⾼まりつつあり、第6期科学技術・イノベーション
基本計画においても、機関ごとのデータポリシー策定や研究計画段階でのデータマネジメントプラン
（DMP）作成が急務とされている。しかしこのようなRDMに関する初⼼者向けの平易な表現や、ベストプ
ラクティスの共有は国内で⼗分に⾏われているとは⾔い難い。⼀⽅欧州では、⽣命科学系リソースを共有す
る政府間組織ELIXIRが2021年より「RDMkit」を公開し、実務的なRDMの知識共有を実践していた。

そこでRDMに関する基盤を国内に提供している国⽴情報学研究所オープンサイエンス基盤研究センターで
は、RDMkitの情報を再構築し、⽇本語の説明や国内で利⽤可能な基盤を取りまとめて、新たに「RDMkit-
jp」として2022年10⽉より公開する予定である。このサイトではRDMやDMP、識別⼦といった研究データ
管理のために必要な語句の解説から、実際に研究データを扱う際の⼿順やツール情報を、関係する役割や研
究データのライフサイクルごとに閲覧することができる。データを⽣成する研究者や研究データ管理者のみ
ならず、学⽣にもアクセスし易いRDMkit-jpの情報は、⽇本の研究環境改善に寄与できるものと考えられる。
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RDMkitトップページ
https://rdmkit.elixir-europe.org/index.html

RDMkit: 欧州ELIXIRが提供する情報ポータルサービス

ELIXIRが提供する、バイオプロジェクト⽤の
RDM（Research Data Management, 研究
データ管理）に関するトレーニングツール

情報を「研究データライフサイクル」、「役割」、
「研究分野」、「課題」に分けてフィルタして表⽰
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RDMkitの提供する情報

⽴場や⽬的ごとに
・どのようなシナリオに従ってデータ管理するべきか
・最初に⼿をつけるデータ管理プロセスはどこか
・よくある課題
・関連ツール
が、⾃然⽂でまとめられている。

役割や地域ごとに異なる、RDM
（Research Data Management, 研
究データ管理）の事情を理解するた
めの需要に応える内容



トーゴーの⽇シンポジウム2022 Licensed under a Creative Commons 表⽰4.0国際ライセンス
©2022 ⼤波 純⼀、南⼭ 泰之、古川 雅⼦（NII）

ページ名 / 組織名 地域 URL

Open University, Library research support イギリス
https://www.open.ac.uk/library-research-
support/research-data-management

これからのリサーチデータマネジメント（RDM）/ 
京都⼤学 ⽇本

https://www.kulib.kyoto-
u.ac.jp/uploads/RDM_leaflet_201911.pdf

研究データマネジメントとは / 京都⼤学 ⽇本
https://www.kulib.kyoto-
u.ac.jp/researchdata/1380894

Sheffield university library イギリス https://www.sheffield.ac.uk/library/rdm

University of Pretoria 南アフリカ https://up-za.libguides.com/c.php?g=356288

Maastricht University オランダ
https://library.maastrichtuniversity.nl/research-
support/rdm/

OCLC 国際組織
https://www.oclc.org/research/areas/research-
collections/rdm.html

Ghent University ベルギー https://www.ugent.be/en/research/datamanagement

Ottawa⼤学 カナダ
https://biblio.uottawa.ca/en/services/faculty/researc
h-data-management

University of Pittsburgh アメリカ https://pitt.libguides.com/managedata

様々な国や学術機関が提供するRDM情報

国や組織ごとにRDM情報をまとめ、提供する動きが盛んになりつつある。

2021年10⽉に”Research Data Management”でGoogle検索しヒットした情報を30件⽬視し、教育のための解説サイトを抽出した。
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RDM情報提供の重要性

• RDMの知識やノウハウを、⽇本語の平易な⾔葉で説明する専⾨の
サイトは⽇本にはまだ存在しない。
• 欧州RDMkitはサイトの構成をCC-BYで無償提供している。
• 今後、研究データの管理や知識はさらに重要性を増すことが予想さ

れる。

・広範な⽇本の研究データ管理を実施している、
国⽴情報学研究所オープンサイエンス基盤研究センターで
RDM情報を収集

・RDMkitをベースとしたポータルサイト「RDMkit-jp」から公開
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左側に折りたたみ式の
全項⽬のメニューを設置。

図形の中から直接クリックして、各フェーズの説明へ移動

トップページに、「研究デー
タ管理」に関する、平易な説
明と案内。

ソースはGitHubで管理
し、課題も受ける。

RDMkit-jpサイト https://rdmkit.rcos.nii.ac.jp
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各⼤項⽬の説明とリンク

RDMkit-jpサイトのカテゴリメニュー



トーゴーの⽇シンポジウム2022 Licensed under a Creative Commons 表⽰4.0国際ライセンス
©2022 ⼤波 純⼀、南⼭ 泰之、古川 雅⼦（NII）

統計情報

本家RDMkitに倣い、
CC-BYとする。

RDMkit-jpサイトの統計情報
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計画・収集・加⼯・
分析・保存・共有・
再利⽤の各フェーズ
ごとに説明

平易な⽇本語でのRDMに関する説明。

関連する項⽬や、説明の中で⾔及が
あったツールを下部にリンク。

理由付けや考え⽅を、利⽤者の⽴場
に⽴って説明する。

説明ページ内の章⽴て
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研究者
データ管理者：研究
データ管理者：ポリシー
データ管理者：インフラ
の4ランクに分け、シナリオやToDo
を説明。

役割ごとのページ
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識別⼦、既存データ、⽂書化とメ
タデータ、ライセンス、データ管
理、データ品質、データ分析、
データ公開、データマネジメント
プラン、データストレージ、デー
タの仲介、センシティブデータ、
コンプライアンスの監視おそび測
定、の項⽬に分けて説明。

欧州版RDMkitの考え⽅を踏襲しつ
つ、⽇本国内のツールや考え⽅に置
き換えて表現

タスクごとのページ
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⽂の中で⾔及されているツールや、
有⽤と考えられるリソースをリスト
化し分類。
リンク集ポータルとしても利⽤でき
るように。

リソースリスト
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RDMkit⽇本版のポイント：
• これまで項⽬によっては論⽂を参照しないといけなかった内容に

Webからアクセスでき、初学者の教育にも利⽤可能。
• 国内の各学術基盤への道案内やサポート。
• 本家RDMkitは欧州とバイオ分野に特化した内容だったが、チームで

書き換えローカライズ。
今後：
• 内容については、今後フィードバックを受け品質向上を継続。
• コミュニティとの連携を検討中。本家RDMkitだけでなく、国内の

RDM情報を必要とする分野と協調体制を確⽴していく。

RDMkit-jpのまとめ


